
農地 － 土地改良事業を通じた農村振興 －

集落営農による水田高度利用と
女性活躍による次世代の育成

（鹿児島県いちき串木野市川南地区）

【問合せ先】鹿児島県農地整備課 TEL 099-286-3236
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【取組内容】
基盤整備の実施により、大型機械の導入による農作業の省力化、排

水改良等による普通期水稲とＷＣＳの混作、裏作に野菜等の高収益作
物の導入、大麦の規模拡大など、水田高度利用による農産物の生産拡
大及び品質の向上が図られた。
また、事業実施を契機に農事組合法人を設立。麹用米、大麦及びレ

タスなどの栽培の他、余剰労働力を活用した農作業の受託、ライスセ
ンターの運営受託など地域営農に貢献。さらに、６次産業化等による
農産物のブランド化や新たな販路開拓・輸出など農産物の高付加価値
化等に取り組んでいる。

【取組に至った経緯】
本地区は昭和初期に５～10aの小区画で整備された水田地帯であるが、湿田のため農

業機械の大型化の導入が困難である等、営農に支障が生じていた。
このような中「川南地区環境保全会」を設立。その後「地域農業が持続的に発展する

しくみ」について、近代化農業の導入などに向けた気運が高まり、ほ場整備導入の地元
推進委員会を設立。併せて「大里営農推進協議会」を発足し、「人・農地プラン」によ
る地域農業のあり方、「農地中間管理事業」（平成26年）による農地集積のあり方及び
集落営農の組織化に向けた話し合い活動を実施。

【今後の展開】
本地区をモデルとして、近隣地区へ取組を波及させ、労力補完に向けた地域間連携も

検討。

【取り組む際に生じた課題と対応】
○課題 ・汎用化水田を活用した水田フル活用の営農体系の確立

・集落営農の組織化による中核的な担い手の確保・育成
○対応 ・集落営農組織法人化に向け，法人化のメリットやスケ

ジュールを明確にし、営農計画の作成・法人設立の各種
手続きを計画的に実施。

【取組の成果】
○集落営農組織への農地集積
令和元年度に「農事組合法人夢ファーム大里」を設立し、集積に

よる農地利用の効率化及び高度化。（集積率:69%）
○Ｉターン就農者への農地集積，法人売上の増加
新規就農Ｉターン者に農地を集積、農地利用の高度化を推進、併

せて地域の雇用を確保。(集積:0 → 7.2ha，社員・臨時雇用:７名)
主幹作物レタスを中心とした契約栽培を行い、法人の売上げが大

幅に増加。（1,520万円 → 4,840万円）※法人売上に地区外経営分含む。

○女性の活躍と次世代の育成
いちご経営(約0.4ha)行っている女性農業経営士は，農園に中高

生の修学旅行を受け入れるなど、未来の担い手の農業への理解促進
にも取り組む。（年平均約20名）
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農地 － 国営土地改良事業等 －

【問合せ先】九州農政局農村振興部設計課 TEL 096-211-9111（内線4720）

国営施設応急対策事業 大淀川左岸地区

（宮崎県宮崎市、小林市、東諸県郡綾町）
み や ざ き し こ ば や し し ひがしもろかたぐんあやちょう

本地区は、宮崎県の中心部に位置する宮崎市、小林市及
び東諸県郡綾町にまたがる1,632haの農業地帯である。
本地区の基幹的な農業水利施設は、国営大淀川左岸土地

改良事業（昭和53年度～平成19年度）により造成されたが、
ダム管理施設においては、落雷による遠方監視制御施設の
故障、水管理システムの子局においては、湿気に伴う基板
の腐食により、ゲートの誤作動等の不測の事態が発生し、
農業用水の安定供給に支障を来しているとともに、維持管
理に多大な費用と労力を要している。また、幹線水路にお
いては、素掘トンネルの剥離やコンクリート構造物の摩耗
等による施設の性能低下が生じており、今後、更なる性能
低下が進行した場合、農業用水の安定供給に支障を来すと
ともに、施設の維持管理に多大な費用と労力を要すること
となる。
このため、本事業では農業水利施設の機能を保全するた

めの整備を行うことにより、農業用水の安定供給、農業水
利施設の維持管理の費用と労力の軽減及び施設の長寿命化
を図り、農業生産性の維持及び農業経営の安定に資するこ
ととしている。

国営施設応急対策事業 川南原地区

（宮崎県児湯郡木城町、児湯郡川南町）
こ ゆ ぐ ん き じ ょ う ち ょ う こゆぐんかわみなみちょう

本地区は、宮崎県の中央部に位置する児湯郡木城町及び
川南町にまたがる659haの水田地帯である。
本地区の基幹的な農業水利施設は、高鍋川南開拓建設事

業（昭和15年度～昭和35年度）等により造成・改修された
が、幹線用水路においては、目地からの覆工背面の細粒分
を含んだ湧水の流入による地表部の陥没等の不測の事態が
発生し、農業用水の安定供給に支障を来しているとともに、
維持管理に多大な費用と労力を要している。また、幹線用
水路においては、ひび割れや摩耗等による施設の性能低下
が生じており、今後、更なる性能低下が進行した場合、農
業用水の安定供給に支障を来すとともに、施設の維持管理
に多大な費用と労力を要することとなる。さらに、一部の
施設においては、大規模地震により損壊した場合、地域に
甚大な被害を及ぼすおそれがある。
このため、本事業では農業水利施設の機能を保全するた

めの整備と耐震のための整備を一体的に行うことにより、
農業用水の安定供給、農業水利施設の維持管理の費用と労
力の軽減及び施設の長寿命化を図り、農業生産性の維持及
び農業経営の安定に資することとしている。

広沢ダム（管理施設の改修）

作物作付状況（日向夏）

明渠及び坑口

対策工イメージ
（空洞充填工）

注入

作物作付状況（水稲）
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